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論文審査の要旨 

 

本研究は、アキレス腱付着部症の病態のひとつであるストレス分散機構の Wrap around 

lesion に加わる圧迫ストレスを、新鮮凍結屍体を用いて足関節の様々な肢位によるアキ

レス腱と踵骨後上方突起との間の圧迫力を計測した生体力学的研究である。その結果、

足関節を背屈することにより圧迫力が上がることが分かり、またアキレス腱の牽引力の

増加に応じても圧迫力が上がっていくことを明らかにした。公聴会においては、アキレ

ス腱付着部症に関しては圧迫力と同時に牽引力も大きく関与しているため、同時に評価

する必要があり、また牽引方向も大きく影響するのではないかという質問に対して、ア

キレス腱にかけた牽引の力と今回計測した圧迫力を比較することにより、両者の比率は

ある程度推定はできるとの回答があった。また臨床的意義に関しては、足底板挿入によ

る過背屈防止、ストレッチによるタイトネスの改善は理論的に有効であり、エクセント

リックトレーニングはアキレス腱症には有効であるが、アキレス腱付着部症には過背屈

をしない方法が有用と回答された。本研究結果は、これまで経験的に行われていた治療

法の理論的な妥当性を証明し、疾患の病態をふまえた予防や治療につながる、今後の発

展が期待される有意義な研究であり、博士（医学）の学位に値すると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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